
2211-2042　 6218-5165

市政に関するご意見、ご提案などは
市民の声を聞く課 

※市税事務所の所在地、電話番号は27ページをご覧ください。

www.city.sapporo.jp
※広報さっぽろの誌面も掲載。10区全ての区民のページもご覧になれます。  

札幌市役所ホームページ 

Eメール　info4894@city.sapporo.jp 
8時～21時（年中無休） 

2222-4894　6221-4894 

市の各種手続きや施設、行事、公共交通案内などは
札幌市コールセンター 

●大型ごみ収集センター (大型ごみの有料収集申し込み）
　9時～16時30分（土・日曜、祝・休日を含む）
　2281-8153　耳や言葉の不自由な方は6281-4622
●救急安心センター（24時間）（医療機関の案内、救急医療の相談）
　2♯7119
　ダイヤル回線、IP電話は2272-7119
●夜間急病センター
　中央区大通西19／地下鉄東西線西18丁目駅下車
　2641-4316　6615-8604

市役所・区役所などの連絡先 
●市役所 
　〒060-8611　中央区北1西2／地下鉄大通駅下車
            2211-2111（代表）6218-5161（広報課）  
●区役所（電話は代表、ファクスは広聴係）
中 央 区
北　　区
東　　区
白 石 区
厚 別 区
豊 平 区
清 田 区
南　　区
西　　区
手　稲　区

南3西11
北24西6
北11東7
本郷通3北
厚別中央1の5
平岸6の10
平岡1の1
真駒内幸町2
琴似2の7
前田1の11

2231-2400
2757-2400
2741-2400
2861-2400
2895-2400
2822-2400
2889-2400
2582-2400
2641-2400
2681-2400

6231-6539
6757-2401
6742-4762
6860-5236
6895-2403
6813-3603
6889-2402
6582-0144
6641-2405
6681-6639

札幌市市長政策室広報部広報課 
〒060-8611 中央区北1西2 2211-2036 6218-5161
Eメール　kohokakari@city.sapporo.jp

編 集 

携帯電話対応サイト 
http://www.city.sapporo.jp/mobile/

こちらからもアクセスできます→ 

広報さっぽろは毎月10日までに、町内会や、市が委託した民間の会社
を通じて市内の全世帯に配布しています。詳細は、広報課かお住まい
の区の区役所広聴係へお問い合わせください。

※下記ホームページでも市政提案のメールを受け付けています。

プレゼント

応募方法 

正解者の中から抽選で
30人の方に、さっぽろ
雪まつり公式グッズ「ボールペン」「クリ
アファイル」をセットで差し上げます。

中央・東・厚別・豊平・西区の広報番組を、
それぞれの区内にあるコミュニティFM局で
放送しています。放送日時などは、上記5区
の区民のページをご覧ください。

今 月 の 広 報 番 組
テ レ ビ ラ ジ オ

※「札幌ふるさと再発見」「いいコト聞いた」は、インターネット配信を行っています。
　http://www.city.sapporo.jp/somu/tvradio/movie.html

広報
クイズ

問 題 

表紙の
ことば  

スマイルさっぽろ HBC
AM 1287kHz

さっぽろ散歩 STV
AM 1440kHz

札幌ふるさと再発見 STV

ウオッチング札幌 TVH

いいコト聞いた UHB

AIR-G'
FM 80.4MHz

サッポロ・シティ・ナビ NORTH WAVE
FM 82.5MHz

ポップアップさっぽろ
※情報番組「Sparkle Sparkler」（12時～15時55分）内

スパークル スパークラー

札幌の人口と世帯 

発生 
死者 
傷者 

市内の交通事故 
1月1日現在（前月比）
国勢調査ベース 

1,938,203人（＋434）
923,955世帯（＋431）  

平成25年1月1日～12月31日（前年比） 

6,196件（－451）
27人（－1）
6,957人（－701）   はがき、ファクス、Eメール。クイズの答

え、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話
番号と、広報誌や広報番組へのご意
見・ご感想を記入し、広報課（左記）へ。
1人1通。2月20日（木）消印有効。当
選者の発表は発送をもって代えさせて
いただきます。なお、1月号の正解は「札
幌国際芸術祭」でした。
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毎月第2、第4日曜 8時55分～9時

毎週土曜 11時54分～59分
毎月第2、第4火曜 9時35分～45分
※「山ちゃん美香の朝ドキッ ！」（9時～11時）内

毎週火曜 22時54分～59分
［内容］歩くスキーで冬の運動不足解消！ ほ　　　か

［内容］竹スキーで雪まつりを盛り上げる
～モエレまちづくり委員会 ほ　　　か

［内容］雪の降るまち札幌を楽しもう！ ほ　　　か

［内容］「救急車が必要？」判断に迷ったら
“救急安心センター”へ ほ　　　か

毎週土曜 11時30分～45分
［内容］この冬さらに利用しやすく

“SAPICA（サピカ）” ほ　　　か

毎月第1、第3、第5金曜 11時50分～12時

毎月第1、第3、第5木曜
12時25分ころから約5分間

［内容］

［内容］

冬も魅力がいっぱい
“サッポロさとらんど” ほ　　　か

地下に広がるアート空間
“500ｍ美術館” ほ　　　か

北区・屯田南小学校2年1組　　佐藤　佳乃

ひ い

とも せんだち せいくみねん

せつぶんの日と言えば“おに”

　わたしたちは、表紙にのっているおにのおめんを作
りました。せつぶんの日は、まめをなげておにをたい
じするので、おにの作品を作りました。紙ねん土で形
を作ったり、あなをあけたり大へんなこともあったけ
れど、楽しかったです。

ひょう し つく

ひ

かみ ど かたちつくひんさく

たいつく

たの

2年1組のお友達と先生

さ とう よし の
くきた とんでん しょうみなみ がっこう ねん くみ

地域の清掃活動やお祭り
の開催など、日々の暮らし
を陰ながら支える取り組
みを行っている組織を何
というでしょうか。
□に入る漢字2文字をお
答えください。

□□会
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笑顔あふれる
地域を目指して
―人と人をつなぐ身近な存在、町内会―

価値観を共有できる仲間

その他

地域への愛着心

地域・社会の仕組みや
問題の理解

達成感・充実感

地域のさまざまな
人とのつながり

【参考】内閣府「平成19年度版 国民生活白書」

3.5％

17.6％

26.2％

39.1％

40.8％

58.9％

0 10 20 30 40 50 60

まちの清掃やお祭りの開催など、日々の暮らしを陰ながら支える「町
内会」は、私たちにとって身近な存在の一つです。
この特集では、町内会と積極的に関わり、地域に笑顔の輪を広げるた
めに力を尽くす人たちへのインタビューを通して、住民同士のつなが
りの大切さと交流を深めるための工夫をお伝えします。

この特集に関する問い合わせは、市民自治推進課 211-2253

地域の活動に参加するとこんな良いことが！

知り合いや、仲間
が増えたという意
見が上位に！
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1CASE

身近な人に楽しんでもらう
喜びを知った―
きっかけは町内会でした
　　　　　　　　　　　 （飯島）

×高校生町内会
清田区北野まきば町内会

役員の高齢化が進む町内会で、
女子高校生が役員となり、イベントの企画や
町内会報の執筆などに携わっています

―

な
ぜ
、
飯
島
さ
ん
が
町
内
会
に
関

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

飯
島　

幼
い
頃
、
町
内
会
の
お
祭
り

が
大
好
き
で
よ
く
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
小
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は

町
内
会
と
の
関
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
近
藤
会
長
か
ら

町
内
会
の
役
員
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
、

「
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る

な
ら
」
と
考
え
、
引
き
受
け
ま
し
た
。

―

役
員
に
な
っ
て
み
て
、
町
内
会
へ

の
印
象
は
変
わ
り
ま
し
た
か
。

飯
島　

役
員
を
始
め
る
前
は
堅
苦
し

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
ま
し
た
ね（
笑
）。

で
も
、
実
際
に
活
動
し
て
み
る
と
、

親
し
み
や
す
い
方
ば
か
り
で
す
ぐ
に

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―

飯
島
さ
ん
が
役
員
に
な
っ
た
こ
と

で
、
周
り
の
方
か
ら
の
反
応
は
？

近
藤　

地
域
の
方
か
ら
「
町
内
会
が

明
る
く
な
っ
た
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
彼
女
に
声
を
掛
け
た
の
は
、
若

い
人
の
発
想
で
町
内
会
を
よ
り
活
発

に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

役
員
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
、
周
り
の

大
人
た
ち
も
刺
激
を
受
け
て
い
る
気

が
し
ま
す
。「
若
者
に
負
け
て
い
ら
れ

な
い
！
」
と
い
う
意
識
の
改
革
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
昨
年
開
催
し
た
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

が
大
盛
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

飯
島　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、
大
人
に
振
る

舞
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
初
め
て
企

画
し
た
と
こ
ろ
、
200
人
を
超
え
る
方

が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
開
催
案

内
の
チ
ラ
シ
作
り
を
子
ど
も
た
ち
に

手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
ゲ
ー
ム

の
企
画
で
は
、
近
所
に
あ
る
介
護
予

防
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
画
を
ゼ
ロ
か

ら
作
り
上
げ
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、

地
域
の
人
た
ち
が
交
流
し
、
絆
を
深

め
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
、

や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

近
藤　

こ
う
し
た
世
代
を
超
え
た
交

流
が
、
つ
な
が
り
の
輪
を
育
み
ま
す
。

多
く
の
方
に
町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

今
後
の
新
た
な
活
動
へ
と
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

町内会役員の若返り策とし
て、幼い頃行事に熱心に参
加していた飯島さんに、役
員就任を依頼した。

北野まきば町内会
青少年育成副部長
いい じまこん どう ゆう いち ろう ゆう か

北野まきば町内会 会長

飯島  優佳さん近藤  裕一郎さん
北星学園大学附属高校２年
生。昨年4月から町内会の
役員となり、主に子ども向
け行事の企画・運営を担当。
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安心な冬の道をつくる
「除雪・排雪」

市内に87カ所あるセンターでは、歩道の花壇づくりや防災訓練の実施な
ど、地域で行われているさまざまな活動のお手伝いをしています。

子育てを通じて
人と人がつながる―
そんな交流の場に
していきたいですね

地域の活動に参加したいときは「まちづくりセンター」へ

こんなときはまちづくりセンターにご相談を！
・地域でどんな活動をしているか知りたい
・町内会に加入したい  など

検索札幌市　町内会

お住まいの地域のまちづくりセンターや町内会は、ホームページで確認できます。

2 ×子育て町内会
東区元町4区町内会

CASE

町内会女性部での活動の傍
ら、子育てサロン「チェリーラ
ンド」を主宰。訪れる母親た
ちから厚い信頼を集める。

元町4区町内会女性部副部長

岩田  容子さん
いわ た よう こ

この地区の子育てサロンでは、
利用する親子だけではなく、町内会の人たちと一緒に
子どもたちを育む活動を行っています

―

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
子
育
て
サ
ロ

ン
を
始
め
た
の
で
す
か
？

　

10
年
ほ
ど
前
、
町
内
会
館
で
事
務

の
仕
事
を
し
て
い
た
と
き
に
、
訪
れ

る
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
「
こ
こ
に
子

育
て
サ
ロ
ン
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
…
」

と
い
う
お
話
を
何
度
も
聞
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
町
内
会
に
相
談
を
し
て
、

費
用
の
助
成
を
受
け
な
が
ら
、
会
館

の
一
室
を
使
っ
た
サ
ロ
ン
を
始
め
た

ん
で
す
。

―

週
3
回
の
サ
ロ
ン
で
は
、
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　

折
り
紙
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
で
す
。
ま
た
、
七
夕
や
ク
リ
ス
マ
ス

な
ど
、
毎
月
、
季
節
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
。
こ
う
し
た
活
動
で
は
、

町
内
会
な
ど
に
声
を
掛
け
て
、
手
伝
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
近
く
の
中
学
校

や
高
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
参
加
し

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

―

い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
あ
っ
て
楽
し

そ
う
で
す
ね
。

　

サ
ロ
ン
に
来
る
親
子
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
先
日
行
っ
た
餅
つ
き

大
会
も
、
餅
米
の
準
備
や
会
場
の
設

営
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

―

子
育
て
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
が

育
ま
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
ね
。
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
同
士
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
サ

ロ
ン
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
地
域
の

方
々
と
も
顔
な
じ
み
に
な
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
気
軽
に
声
を
掛
け

合
っ
た
り
、
子
育
て
の
悩
み
を
相
談

で
き
た
り
す
る
関
係
を
も
っ
と
つ

く
っ
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。
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町内会は、そこに住む人たちが知り合える
場をつくり、安心して暮らしていけるよう
につながりをつくる活動をしています。皆
さんも、身近な存在である町内会の活動
に気軽に参加し、ご近所との交流の輪を
広げてみませんか。

楽しみながら
身近な自然に親しむ―
それが地域への愛着を
深めると思うんです

町内会から広がる地域の輪 パンフレットを配布中

パネル展を開催

町内会の活動についてもっと知りたい！

町内会など、地域で行われている活動の事例などを
紹介した冊子「まちナビ」を配布しています。
配布場所  市役所13階市民自治推進課、区役所など

町内会活動を紹介するパネル展や映
像の放映などを行います。
日時 3/4(火)、5(水)11時～18時
会場 駅前通地下歩行空間北3条付近

チ・カ・ホで

3 ×環境活動町内会
西区西野連合町内会

CASE

長年、西野地区の町内会活
動に携わるとともに、ヤマメ
の稚魚放流事業実行委員会
の委員長も務めている。 

西野連合町内会 会長

佐藤  功悦さん
さ とう こう えつ

連合町内会やＰＴＡなどが連携して、
地域の川にヤマメの稚魚を放流するという
幅広い世代が気軽に参加できる環境活動を行っています

知

―

ヤ
マ
メ
の
放
流
は
ど
の
よ
う
な
活

動
で
す
か
？
　
　

　

自
然
の
ヤ
マ
メ
が
数
多
く
生
息
し

て
い
た
か
つ
て
の
琴
似
発
寒
川
の
姿

を
取
り
戻
そ
う
と
、
毎
年
春
に
約
３

万
匹
の
稚
魚
を
放
流
し
て
い
ま
す
。

一
つ
の
町
内
会
の
発
案
で
始
ま
っ
た

こ
の
取
り
組
み
は
、
今
で
は
11
の
連

合
町
内
会
が
共
同
で
行
う
事
業
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
24
回
目
を
迎
え
、

幅
広
い
世
代
が
交
流
で
き
る
地
域
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―

昨
年
は
2
千
人
近
い
参
加
者
で
に

ぎ
わ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

そ
う
な
ん
で
す
。
身
近
に
あ
る
自

然
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

が
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
き
た
気
が
し

ま
す
ね
。
特
に
子
ど
も
た
ち
は
、
稚

魚
を
見
て
目
を
輝
か
せ
て
喜
ん
で
く

れ
ま
す
よ
。
命
の
尊
さ
や
環
境
の
大

切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

―

こ
う
し
た
行
事
に
は
、
た
く
さ
ん

の
方
の
協
力
が
必
要
で
す
よ
ね
。

　

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
や
当
日
の
会

場
設
営
な
ど
で
は
、
町
内
会
だ
け
で

は
な
く
P
T
A
の
方
な
ど
と
も
協
力

し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
日
は
、
町
内
会
や
児
童
会
館
の
皆

さ
ん
が
、
環
境
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ

に
紙
芝
居
を
披
露
す
る
催
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。

―

ほ
か
に
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
環
境

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
ね
。

　

ヤ
マ
メ
の
放
流
時
期
に
合
わ
せ
て
、

河
畔
を
一
斉
に
清
掃
す
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
身

近
な
自
然
を
守
ろ
う
と
い
う
連
帯
感

が
生
ま
れ
、
地
域
へ
の
愛
着
が
深

ま
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

か　
　

は
ん

市は、町内会活動の
魅力を、このロゴと
ともに発信する取り
組みを行っています
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寒い日が続き雪が降り積もるこの時期は、運動不足になったり、体調を崩したり
してしまいがちです。このページでは、普段の生活で気軽に取り入れられる健康づ
くりの方法を紹介。みんなで実践して厳しい冬を乗り切ろう！

外の気温が低いと、暖かい室内で過ごすことが多くなり、日々の運動
量が減ってしまいます。運動量が不足すると筋肉が落ち、体温が低下
して病気にかかりやすくなる恐れが。少し体が温まる程度の運動で
も、継続的に取り組むことで健康を保つことができますよ。

雪投げの向きやス
コップの持ち手
を変えながら行
うとバランス良く
筋肉を使えます

座った状態で膝
を真正面に伸ば
します

いすに腰掛ける
ようにお尻を上
げ下げします

このページに関する問い合わせは、健康企画課 622-5151

中央健康づくりセンター
ぬかや

ひ けつ

糠谷 運動指導員

寒さに負けない体をつくろう！

運動不足を
解消しよう！

道を「歩く」、階段を「上る」、荷物を「運ぶ」など、普段の何げ
ない動作には、スポーツをするのと同程度の運動量になる
ものも。日々の暮らしの中で積み重ねていくことで、大きな効
果が得られます。

何げない動作の積み重ねが大きな運動効果に

冬の健康管理術

腰や腕を
痛めないように
気を付けて

膝伸ばし 立ち座り

気軽にできる！冬におすすめの運動

軽い運動でも続けることが健康の秘訣！

太ももの
筋力アップ

太ももと
お尻の筋力
アップ

面倒に感じてしまうことが多い雪かきですが、実はジョ
ギングをするのと同じだけの運動量があります。

外出を控えるようになると足回りの筋力が衰え、転ん
でけがをしやすくなります。テレビを見ながらでもでき
るので実践してみよう。

転倒予防に最適 足の筋力アップ体操雪かき意識を変えると立派な運動

＜日常の行動と運動量の関係＞
歩く≒ボウリング

階段を上る≒ラジオ体操第一
子どもと遊ぶ≒水泳

荷物運び≒サイクリング

ランニングマシンなどのトレーニ
ング機器が充実。運動教室や健
康診断も実施しています。

健康づくりセンター
運動不足の解消をお手伝い！ 中央健康づくりセンター

場所  中央区南3西11
詳細  562-8700

東健康づくりセンター
場所  東区北10東7
詳細  742-8711

西健康づくりセンター

場所  西区八軒1西1
詳細  618-8700

同じ時間で
ほぼ同じ運動量に

なります
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外出できるにも関わらず外に出掛けなく
なってしまう「閉じこもり」は、体だけではな
く心も弱らせてしまい、寝たきりや認知症に
つながることも。寒い冬でも、意識的に外に
出ることが大切です。

暮らしの中で意識的に体を動かすことや、手洗

い・うがいを徹底することなど、普段のちょっとし

た心掛けが健康の維持につながります。冬を元

気に過ごすために、自分に合った健康法を実践

してみてはいかがでしょうか。

せっけんを使って15秒

この時期、患者が多くなる風邪・インフルエンザの予防には、
まず、ウイルスを体に入れないことが鉄則。病気への抵抗力を
高める食事を心掛けることも重要です。

感染症総合対策課
かわにし

川西 職員

①せっけんを泡立てて、手の
ひらをこすり合わせる。
②手の甲や、指、手首を15秒
以上かけて丁寧に洗う。
③すすいで、清潔なタオルで
十分に水気を拭き取る。

まずは口内をすすいでから
①口の中をすすぎ、吐き出す。
②上を向いて、喉の奥で15秒
うがいをして、吐き出す。
③②をもう一度繰り返す。

小さなことの積み重ねで冬も元気に

風邪・インフル
エンザを
予防しよう！

血管年齢や血圧の測定、生活習慣病
を予防するための健康相談が誰で
も受けられます。

自分の健康状態をチェックできる催しを開催

長期間家から出ない「閉じこもり」

効果的な手洗い法

効果的なうがい法

詳細  介護保険課 211-2547

・買い物に出掛け、近所の人に声を掛ける
・外に出て季節を感じる
・趣味を持ち、仲間と楽しむ
・新しいことに挑戦する  など

閉じこもり予防のポイント

主食は3
ごはんやパンなど

●は特に洗い
残しやすいので

注意

！

口内の菌を
洗い流した後に
喉を洗います

●親指の周り！

●爪と指先！

●指の間！

主菜は1
肉・魚・卵・
大豆製品など

副菜は2
野菜・キノコ・
海藻など

ウイルスを体内に入れないことが予防の鉄則！

さまざまな栄養素を取ることで免疫力が高まり、病気
に負けない体をつくることができます。主食と主菜と副
菜のバランスを3：1：2にすることが理想的です。

空気が乾燥すると、鼻や喉の粘膜が弱まり、ウイルスが
体に入りやすくなります。加湿器での調整のほか、ぬれた
タオルを干しておくことも効果的です。

帰宅した時だけでなく、外出先でも小まめに行い、体に
付着したウイルスを洗い流すことが大切です。

予防の基本は「手洗い・うがい」「食事」「湿度」
手洗い・うがい習慣づけよう バランスの良い食事免疫力をアップ

湿度は50%を目安に乾燥を防ごう

高齢の方は特
に注意！

日時  2/13(木)10時～16時
場所  駅前通地下北3条広場
詳細  保険企画課 211-2887

とくとくキャンペーン
申込不要・無料
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